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一 

昨
年
十
一
月
三
十
日
の
建
設
省
発
表
に
よ
る
と
、
一
九
七
七
年
度(

昭
和
五
十
二
年
度)

の
全
国
河
川
水
質
調

査
で
、
大
阪
の
大
和
川
が
ワ
ー
ス
ト

1
＝
全
国
で
一
番
水
質
が
悪
い
と
い
う
不
名
誉
な
結
果
を
記
録
し
た
。 

 
大
和
川
と
い
え
ば
、
奈
良
盆
地
に
端
を
発
し
、
大
阪
河
内
平
野
を
横
断
し
て
大
阪
湾
に
注
ぐ
、
淀
川
と
並
ぶ

大
阪
の
代
表
的
河
川
で
あ
る
。
そ
の
流
域
に
は
大
阪
市
・
堺
市
・
松
原
市
・
羽
曳
野
市
・
藤
井
寺
市
・
富
田
林

市
・
河
内
長
野
市
・
柏
原
市
・
美
原
町
・
狭
山
町
・
河
南
町
・
太
子
町
・
千
早
赤
阪
村
と
八
市
四
町
一
村
、
約

百
二
十
万
人
の
住
民
が
生
活
を
営
ん
で
お
り
、
大
和
川
の
水
質
汚
濁
は
、
こ
の
大
阪
南
部
＝
南
河
内
の
住
民
の

生
活
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

大
和
川
の
水
質
汚
濁
防
止
と
流
域
下
水
道
整
備
の
対
策
は
、
緊
急
を
要
す
る
と
考
え
る
。 

従
つ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

大
和
川
の
水
質
汚
濁
防
止
と
流
域
下
水
道
の
整
備
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

大
阪
府
の
「
公
害
白
書
」(
七
七
年
版)

に
よ
る
と
、
大
和
川
中
流
入
口
の
国
豊
橋
で
Ｂ
Ｏ
Ｄ15ppm

、
下
流

遠
里
小
野
小
橋
で
は

21ppm

、
さ
ら
に
中
流
の
今
井
戸
川
合
流
地
点
で
は

290ppm

も
の
高
い
数
値
を
示
し 

て
い
る
。
こ
れ
は
一
級
河
川
と
し
て
は
異
常
な
記
録
で
あ
る
。 

先
に
発
表
さ
れ
た
調
査
結
果
で
は
、
一
九
七
七
年
度
の
大
和
川
の
平
均
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）

は

15ppm
と
、
大
和
川
中
流
の
環
境
基
準
（
「
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
環
境
基
準
」
の
Ｃ
類
型
＝5ppm

以
下
）
の
三
倍
に
も
達
し
て
い
る
。「
国
民
の
日
常
生
活
に
お
い
て
不
快
感
を
生
じ
な
い
限
度
」
と
さ
れ
る
Ｅ
類

型
の
最
低
の
基
準
値
で
も
Ｂ
Ｏ
Ｄ
＝10ppm

以
下
で
あ
り
、
大
和
川
の
そ
れ
は
年
平
均
で

5ppm

も
上
回
つ 

て
い
る
。 

大
阪
の
他
の
大
き
な
河
川
、
淀
川
や
神
崎
川
、
寝
屋
川
な
ど
は
環
境
基
準
は
や
や
上
回
つ
て
い
る
と
は
い 

 

え
、
年
々
水
質
は
良
く
な
つ
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
大
和
川
だ
け
は
年
々
悪
化
の
一
途
を
た
ど
つ
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。 

四 

 



 

二 

大
和
川
の
水
質
汚
濁
の
原
因
に
つ
い
て
、
七
八
年
十
二
月
一
日
付
朝
日
新
聞
は
、

(一 )
流
域
で
の
新
興
住
宅
開

発
に
よ
る
生
活
排
水
の
増
大
、

(二 )
松
原
市
や
堺
市
な
ど
で
の
養
豚
に
よ
る
汚
物
の
流
入
、

(三 )
下
水
道
整
備
の
立

遅
れ
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。 

建
設
省
は
、
一
級
河
川
で
あ
る
大
和
川
の
河
川
管
理
責
任
者
と
し
て
、
大
和
川
の
水
質
汚
濁
の
実
情
を
ど
う

把
握
し
て
い
る
の
か
。
水
質
汚
濁
の
主
た
る
原
因
は
何
で
あ
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
建
設
省
の
見
解
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

こ
れ
は
大
阪
府
下
の
主
な
河
川
全
体
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
だ
が
、
一
九
七
六
年
度
の
水
質
汚
濁
負
荷
量
の

現
状
値
を
大
阪
府
の
大
阪
地
域
公
害
防
止
計
画
に
よ
つ
て
み
る
と
、
生
活
排
水
の
割
合
が
大
半
を
占
め
て
い 

る
。
大
和
川
の
場
合
、
生
活
排
水
と
工
場
排
水
そ
の
他
の
割
合
を
み
る
と
お
よ
そ
七
対
三
の
比
率
に
な
つ
て
い

る
。 そ

こ
で
建
設
省
に
質
問
す
る
。 

五 

 



 

三 

こ
れ
ま
で
と
ら
れ
て
き
た
い
ろ
い
ろ
な
対
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
に
大
和
川
の
水
質
は
悪
化
し
て
い
る
。 

大
和
川
以
南
の
地
域
で
は
、
今
後
、
宅
地
開
発
等
の
市
街
地
化
が
急
速
に
進
む
と
予
想
さ
れ
て
い
る
だ
け 

 

に
、
各
家
庭
か
ら
出
て
大
和
川
に
流
入
す
る
生
活
排
水
の
量
は
、
さ
ら
に
大
幅
に
増
加
す
る
も
の
と
思
わ
れ 

 

る
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
け
ば
、
大
和
川
の
水
質
汚
濁
は
悪
化
に
悪
化
を
重
ね
、
い
ず
れ
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
状
態
に
な
つ
て
し
ま
う
。 

こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
け
ば
大
和
川
の
水
質
汚
濁
は
一
向
に
改
善
さ
れ
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。
ま
ず
、
大

和
川
の
水
質
は
改
善
さ
れ
る
の
か
、
さ
れ
な
い
の
か
。
改
善
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
対
策
に
よ
つ
て

改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
建
設
省
と
し
て
は
、
そ
の
抜
本
的
な
対
策
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
、

見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
上
で
決
定
的
な
キ
メ
手
は
、
下
水
道
を
緊
急
に
整
備
す
る
こ
と
で
あ
る
。
い
く
ら
「
河 

そ
こ
で
建
設
大
臣
に
質
問
す
る
。 

六 

 



 

ま
た
、
一
九
七
〇
年(

昭
和
四
十
五
年)

に
改
正
さ
れ
た
下
水
道
法
は
、
下
水
道
事
業
の
目
的
と
し
て
「
公
共

用
水
域
の
水
質
の
保
全
に
資
す
る
こ
と
」
と
い
う
条
文
を
つ
け
加
え
、
下
水
道
事
業
に
公
害
防
止
―
環
境
保
全

と
い
う
考
え
方
を
は
つ
き
り
と
位
置
付
け
て
い
る
。 

公
害
対
策
基
本
法
は
「
政
府
は
、
環
境
基
準
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
公
害
防
止
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か

つ
有
効
適
切
に
講
ず
る
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
そ
の
施
策
に
排
出
規
制
や
土
地
利
用
規

制
な
ど
と
並
ん
で
、「
公
害
防
止
に
関
す
る
施
設
の
整
備
」
を
う
た
つ
て
い
る
。
こ
の
「
公
害
防
止
に
関
す
る
施

設
」
の
中
に
は
、
下
水
道
の
諸
施
設
も
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。 

川
を
美
し
く
し
ま
し
よ
う
」
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
し
て
み
て
も
、
市
街
化
が
進
み
、
住
民
の
人
口
が
増
え
れ
ば
、

そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
汚
物
、
汚
水
も
当
然
増
え
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
生
活
の
後
始
末
と
も
言
う
べ
き
汚

水
の
処
理
を
し
な
け
れ
ば
、
都
市
は
都
市
の
機
能
を
果
た
さ
な
い
し
、
自
然
環
境
も
破
壊
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ

る
。 

七 

 



 

四 

同
時
に
、
下
水
道
は
、
公
害
防
止
と
い
う
だ
け
で
な
く
都
市
計
画
の
上
で
も
、
い
ま
や
必
要
不
可
欠
な
公
共

施
設
と
な
つ
て
い
る
。
都
市
計
画
法
で
は
、
「
市
街
化
地
域
で
は
、
最
も
基
礎
的
な
都
市
施
設
と
し
て
、
少
な 

 

く
と
も
、
道
路
、
公
園
、
下
水
道
の
三
つ
の
都
市
施
設
の
計
画
を
定
め
る
も
の
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。 

全
国
で
一
番
水
質
汚
濁
が
進
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
る
大
和
川
の
水
質
改
善
の
た
め
に
は
、
下
水
道
事
業
を
緊

急
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
再
度
確
認
し
て
も
ら
い
た
い
が
、
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

そ
こ
で
、
大
和
川
流
域
の
下
水
道
事
業
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。
す
で
に
、
一
九
六
五
年 

 

(

昭
和
四
十
年)

か
ら
第
一
次
の
流
域
下
水
道
整
備
五
カ
年
計
画
が
全
国
的
に
開
始
さ
れ
、
現
在
第
四
次
五
カ
年

が
進
行
中
で
あ
る
が
、
大
和
川
流
域
下
水
道
整
備
計
画
の
進
捗
状
況
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
段
階
に
来
て
い 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
阪
南
部
＝
大
和
川
流
域
は
、
近
年
急
速
に
市
街
地
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
事
情

が
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
、
大
和
川
の
水
質
汚
濁
の
防
止
と
い
う
点
か
ら
も
、
南
部
の
都
市
開
発
と
い
う
点
か
ら

も
、
下
水
道
事
業
の
進
展
を
緊
急
の
必
要
事
に
し
て
い
る
。 

八 

 



 

五 

下
水
道
整
備
と
い
う
点
で
は
、
大
和
川
流
域
の
大
阪
南
部
は
非
常
に
遅
れ
て
い
る
。
大
阪
府
下
の
各
市
町
村

の
下
水
道
普
及
率 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
高
い
順
に
挙
げ
て
い
く
と
、 

る
の
か
。
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

13 

富
田
林
市 

 
 

二
七
・
〇
％ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

14 

茨 

木 

市 
 

 

二
二
・
四
％ 

11 

堺 
 

市 
 

 

三
四
・
七
％ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

12 

枚 

方 

市 
 

 

二
九
・
八
％ 

9 

交 

野 

市 
 

 

三
八
・
九
％ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

10 

東
大
阪
市 

 
 

三
五
・
〇
％ 

7 

狭 

山 

町 
 

 

四
五
・
七
％ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

8 

門 

真 

市 
 

 

四
二
・
三
％ 

5 

吹 

田 

市 
 

 

五
五
・
二
％ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

6 

箕 

面 

市 
 

 

四
九
・
一
％ 

3 

守 

口 

市 
 

 
六
五
・
二
％ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

4 

豊 

中 

市 
 

 

六
〇
・
五
％ 

1 

大 

阪 

市 
 

 

九
六
・
一
％ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

2 

池 

田 

市 
 

 

九
二
・
一
％ 

15 

八 

尾 

市 
 

 

二
〇
・
八
％ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

16 

寝
屋
川
市 

 
 

一
七
・
九
％ 

九 

 



 

普
及
率
ベ
ス
ト

10
に
大
和
川
流
域
で
入
つ
て
い
る
の
は
、
す
で
に
以
前
か
ら
公
共
下
水
道
整
備
事
業
を
進
め

て
き
た
狭
山
町
の
み
で
あ
る
。
松
原
市
、
羽
曳
野
市
、
藤
井
寺
市
、
柏
原
市
、
河
内
長
野
市
な
ど
の
流
域
の
主

な
市
町
村
は
軒
並
み
普
及
率

0
と
い
う
状
態
で
あ
る
。 

の
順
に
な
つ
て
い
る
（
一
九
七
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）
。 

こ
の
結
果
北
部
の
淀
川
や
神
崎
川
で
は
、
流
域
の
人
口
密
度
が
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
百
人
～
百
二
十
人
と

大
和
川
流
域
に
比
べ
て
人
口
密
集
度
が
は
る
か
に
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
水
質
の
汚
濁
で
は
大
和
川
よ
り
は

る
か
に
低
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。 

よ
く
大
阪
で
は
〝
南
北
格
差
〟
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
る
が
、
北
部
の
各
市
で
は
七
〇
年
の
万
国
博
を
機 

に
、
道
路
や
下
水
道
事
業
な
ど
都
市
計
画
が
急
速
に
進
ん
だ
が
、
南
部
で
は
こ
れ
が
非
常
に
遅
れ
て
い
る
。
下

水
道
を
ひ
と
つ
と
つ
て
み
て
も
、
そ
れ
が
端
的
に
現
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

ち
な
み
に
、
淀
川
、
神
崎
川
流
域
の
人
口
密
度
は
、
お
お
む
ね
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
百
十
人
で
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ 

一
〇 

 



 

六 

大
阪
府
の
方
に
問
い
合
わ
せ
て
も
、
大
和
川
流
域
に
つ
い
て
は
処
理
場
用
地
の
取
得
に
難
行
し
、
都
市
計
画 

く
ど
い
よ
う
だ
が
、
人
口
密
度
が
高
く
、
そ
れ
だ
け
生
活
排
水
も
多
く
て
河
川
の
水
質
汚
濁
が
進
ん
で
い
る

は
ず
の
淀
川
、
神
崎
川
流
域
で
、
水
質
が
改
善
に
向
か
つ
て
お
り
、
逆
に
、
北
部
に
比
べ
て
人
口
密
度
が
低
い

大
和
川
流
域
で
水
質
汚
濁
が
進
行
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
ど
う
考
え
て
も
異
常
な
事
態
だ
。
こ
の
原
因
は
一

に
流
域
下
水
道
事
業
の
立
遅
れ
に
あ
る
。
一
説
に
は
、
自
己
流
量
の
少
な
い
大
和
川
で
は
下
水
道
整
備
を
進
め

て
も
、
二
次
処
理
だ
け
で
は
水
質
は
良
く
な
ら
な
い
。
三
次
処
理
ま
で
必
要
だ
と
の
意
見
す
ら
聞
か
れ
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
二
次
処
理
す
ら
進
ん
で
い
な
い
。 

は

4
～5ppm

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
大
和
川
流
域
は
人
口
密
度
の
平
均
が
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
七
十 

 

人
で
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
は20

～30ppm

を
記
録
し
て
い
る
。 

そ
こ
で
、
大
和
川
流
域
の
下
水
道
整
備
が
何
故
こ
れ
ほ
ど
立
遅
れ
て
い
る
の
か
。
何
が
整
備
計
画
遂
行
上
の

ネ
ッ
ク
に
な
つ
て
い
る
の
か
、
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

一
一 

 



 

管
渠
の
布
設
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
神
崎
川
流
域
の
猪
名
川
で
二
十
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
達
成
率
六
九
％
）
、

同
じ
神
崎
川
流
域
の
安
威
川
で
十
四
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
達
成
率
三
六
・
一
％
）
、
淀
川
流
域
で
は
や
や
遅
れ

て
い
る
も
の
の
―
こ
こ
は
公
共
下
水
道
が
先
行
し
て
い
る
た
め
、
流
域
下
水
道
事
業
は
進
展
し
て
い
な
く
て
も

普
及
率
が
高
い
―
寝
屋
川
北
で
は
三
十
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
率
五
六
％
）
、
寝
屋
川
南
二
十
二
・
二
キ
ロ 

 

メ
ー
ト
ル
（
率
三
二
・
七
％
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
大
和
川
流
域
で
は
、
西
部
が
二
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
率
五
・

三
％
）
と
や
や
進
ん
で
い
る
だ
け
で
、
全
体
で
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
達
成
率
二
・
六
％
）
と
い
う
状
態
で
あ
る
。

処
理
能
力
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
大
和
川
流
域
全
体
で
は
一
・
一
％
の
達
成
率
し
か
な
い
。 

そ
の
他
の
関
係
調
整
の
上
か
ら
も
、
下
水
道
整
備
事
業
が
遅
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
。 

し
か
し
、
一
九
六
五
年(

昭
和
四
十
年)

に
流
域
下
水
道
整
備
計
画
が
始
動
し
て
か
ら
今
日
ま
で
、
五
十
二
年

度
末
現
在
で
の
事
業
進
捗
率
を
み
て
も
、
大
和
川
流
域
は
そ
の
計
画
の
大
き
さ
に
比
し
て
達
成
率
は
極
め
て
低

い
。 

一
二 

 



 

七 

事
業
費
が
近
年
大
幅
に
伸
び
て
き
て
い
る
と
は
言
つ
て
も
、
北
部
地
域
に
比
較
し
て
、
南
部
大
和
川
流
域
の

事
業
投
下
額
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
水
質
悪
化
、
下
水
道
普
及
率
の
低
さ
等
の
遅
れ
を
取

り
戻
そ
う
と
思
え
ば
、
そ
れ
に
見
合
う
だ
け
の
大
幅
な
重
点
的
投
資
は
絶
対
必
要
だ
。 

こ
こ
は
ひ
と
つ
、
全
国
で
一
番
水
質
の
悪
い
と
指
摘
さ
れ
た
大
和
川
流
域
に
重
点
的
に
事
業
費
を
投
下
し 

て
、
下
水
道
整
備
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

そ
れ
に
、
大
和
川
流
域
下
水
道
事
業
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
少
し
調
べ
て
み
る
と
、
先
程
も
用
地
取
得
難
の

話
が
出
た
が
、
事
業
費
の
大
半
が
用
地
費
と
そ
の
利
子
に
食
わ
れ
て
、
下
水
道
整
備
事
業
が
南
部
開
発
に
つ
い 

こ
の
よ
う
な
進
捗
状
況
の
遅
れ
に
対
応
し
て
、
五
十
三
年
度
末
ま
で
に
投
下
さ
れ
る
総
事
業
費
の
比
率
も
、

府
全
体
を
一
〇
〇
％
と
し
て
、
神
崎
川
流
域
が
四
百
六
十
億
円
で
二
六
％
、
淀
川
流
域
が
二
百
四
十
億
円
一 

三
・
一
％
、
寝
屋
川
流
域
が
八
百
億
円
四
四
・
四
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
大
和
川
流
域
は
、
全
体
で
二
百
億
円

弱
（
一
〇
・
九
％
）
と
ま
だ
ま
だ
事
業
費
が
少
な
い
。 

一
三 

 



 

し
か
も
、
今
池
処
理
場
は
五
十
二
年
度
十
二
月
か
ら
、
当
面
一
日
に
つ
き
四
万
ト
ン
の
処
理
能
力
を
目
指
し

て
一
部
建
設
に
や
つ
と
着
手
、
狭
山
処
理
場
は
本
年
度
夏
に
、
一
日
当
た
り
三
万
ト
ン
の
供
用
開
始
の
メ
ド
と

な
つ
て
い
る
が
、
そ
の
次
の
計
画
は
ま
だ
立
つ
て
い
な
い
。
大
井
処
理
場
に
至
つ
て
は
、
五
十
年
に
ほ
ぼ
用
地

の
取
得
を
完
了
し
て
お
き
な
が
ら
、
処
理
施
設
の
建
設
計
画
の
メ
ド
す
ら
立
つ
て
い
な
い
。
地
元
の
住
民
か
ら 

て
い
け
な
い
、
後
追
い
に
な
つ
て
い
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
。 

例
え
ば
、
本
年
度
の
大
和
川
流
域
下
水
道
整
備
事
業
費
は
、
補
助
対
象
事
業
の
み
で
約
六
十
九
億
円
だ
が
、

そ
の
う
ち
四
十
七
億
円
が
用
地
費
と
そ
の
利
子
の
返
済
に
食
わ
れ
、
工
事
費
は
十
八
億
円
余
り
（
う
ち
処
理
工

場
建
設
に
九
億
円
、
管
渠
の
布
設
に
九
億
円
）
に
過
ぎ
な
い
。
今
後
も
、
こ
れ
ま
で
に
取
得
し
た
用
地
費
の
残

（
約
三
十
七
億
円
）
、
今
池
処
理
場
用
地
の
未
取
得
分
（
約
七
十
億
円
）
、
狭
山
処
理
場
の
拡
張
用
地
分
（
約
四
十

億
円
）
と
、
少
な
く
み
て
も
約
百
五
十
億
円
も
の
用
地
費
が
見
込
ま
れ
る
。
こ
れ
で
は
、
い
つ
た
い
い
つ
に
な

つ
た
ら
下
水
道
整
備
は
進
む
の
か
。 

一
四 

 



 

開
発
が
進
ん
だ
あ
と
を
下
水
道
整
備
し
て
い
く
と
、
道
路
の
再
舗
装
や
用
地
買
収
、
住
宅
密
集
地
へ
の
管
渠
埋

設
な
ど
で
時
間
と
費
用
が
著
し
く
か
さ
む
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
下
水
道
整
備
は
先
行
的
な
事
業
着
手
が
必
要

だ
。
遅
れ
れ
ば
遅
れ
る
ほ
ど
手
間
が
か
か
り
、
費
用
も
高
く
つ
く
。
早
く
や
れ
ぼ
や
る
ほ
ど
ス
ム
ー
ズ
に
で
き 

は
「
今
す
ぐ
に
で
も
処
理
場
建
設
す
る
よ
う
な
こ
と
を
言
つ
て
買
い
上
げ
て
お
き
な
が
ら
、
い
つ
に
な
つ
た
ら

建
設
す
る
ん
だ
」
と
い
う
批
判
の
声
す
ら
上
が
つ
て
い
る
。 

現
在
の
よ
う
な
ペ
ー
ス
で
事
業
を
進
め
る
の
な
ら
、
全
体
計
画
の
目
標
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
処
理
場
九
十

二
・
五
万
ト
ン
（
一
日
当
た
り
）
、
管
渠
百
十
六
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
完
全
に
達
成
す
る
ま
で
に
五
十
年
以
上

も
の
年
月
が
経
つ
て
し
ま
う
と
思
わ
れ
る
。 

周
知
の
よ
う
に
、
日
本
の
都
市
開
発
は
民
間
主
導
で
進
み
、
都
市
機
能
の
充
実
に
資
す
る
公
共
投
資
は
常
に

後
追
い
行
政
を
続
け
て
き
た
。
公
共
投
資
の
中
で
も
小
・
中
学
校
等
の
施
設
の
確
保
が
精
一
杯
で
、
下
水
道
事

業
は
後
回
し
に
さ
れ
て
き
た
、
と
い
う
歴
史
的
経
過
が
あ
る
。 

一
五 

 



 

八 

大
和
川
流
域
の
下
水
道
整
備
を
重
点
的
に
進
め
る
と
い
う
こ
と
で
、
一
挙
に
何
も
か
も
で
き
る
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
が
、
当
面
、
第
四
次
五
ヵ
年
計
画
の
中
で
は
、
一
九
八
〇
年
度(

昭
和
五
十
五
年
度)

末
に
は
、
大
阪

市
を
除
く
大
阪
府
下
の
下
水
道
普
及
率
を
四
一
％
に
ま
で
上
げ
る
と
い
う
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
だ
か 

ら
、
大
和
川
流
域
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
見
合
う
だ
け
の
事
業
を
完
全
に
遂
行
す
る
と
い
う
こ
と
を
目
指
す
べ 

大
和
川
流
域
の
開
発
を
計
画
的
に
進
め
る
上
で
も
、
下
水
道
事
業
を
一
つ
の
モ
デ
ル
・
ケ
ー
ス
と
し
て
早
急

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
河
川
の
汚
濁
に
つ
い
て
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
大
和
川
と
同
じ
よ
う
な

問
題
に
直
面
し
て
い
る
他
の
河
川
の
水
質
保
全
に
も
、
良
い
意
味
で
の
刺
激
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
。 

る
わ
け
で
あ
る
。 

こ
の
点
に
つ
い
て
建
設
省
は
、
大
和
川
流
域
下
水
道
整
備
の
促
進
上
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
立
て
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
具
体
的
に
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
大
和
川
流
域
下
水
道
整
備
の
重
点
的
な
事
業
促
進
を
要
求
す
る
。 

一
六 

 



 

き
で
は
な
い
か
。 

現
在
、
一
日
四
万
ト
ン
の
処
理
能
力
を
目
指
し
て
建
設
に
着
手
し
て
い
る
今
池
処
理
場
が
完
成
す
れ
ば
、
西

部
で
約
七
万
人
、
人
口
の
一
三
％
の
処
理
が
可
能
に
な
る
。
南
部
で
は
狭
山
処
理
場
が
供
用
を
今
夏
に
開
始
す

れ
ば
、
約
十
万
人
、
二
七
％
の
処
理
が
で
き
る
。
大
井
処
理
場
が
建
設
さ
れ
る
ま
で
の
つ
な
ぎ
と
し
て
建
設
が

計
画
さ
れ
て
い
る
放
流
管
が
完
成
す
れ
ば
、
東
部
で
約
四
万
三
千
人
＝
人
口
比
一
三
％
の
処
理
が
ま
か
な
え 

る
。 こ

の
第
四
次
五
ヵ
年
計
画
の
目
標
を
完
全
に
達
成
し
て
も
ら
う
こ
と
は
勿
論
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
大
阪
市

を
除
く
府
下
の
普
及
率
を
四
一
％
に
す
る
と
い
う
計
画
目
標
は
達
成
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。
従
つ
て
、
現
在
、
ま

だ
計
画
す
ら
立
案
さ
れ
て
い
な
い
大
井
処
理
場
の
建
設
及
び
狭
山
処
理
場
の
拡
張
を
早
急
に
行
つ
て
も
ら
い
た 

以
上
、
現
在
建
設
中
の
も
の
も
含
め
て
、
実
際
に
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
事
業
が
五
十
五
年
度
末
に
完
了

し
た
と
し
て
も
、
流
域
全
体
で
は
処
理
人
口
が
一
七
％
く
ら
い
に
し
か
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。 一

七 

 



 

九 

次
に
、
流
域
下
水
道
整
備
事
業
を
急
ぐ
た
め
に
は
、
そ
れ
に
接
続
す
る
公
共
下
水
道
の
整
備
促
進
の
た
め
の

措
置
を
と
る
必
要
が
あ
る
。 

大
和
川
流
域
関
連
の
公
共
下
水
道
の
整
備
状
況(
五
十
三
年
度
末
見
込
み)

を
み
る
と
、
面
積
処
理
率
で
、
富

田
林
市
の
五
七
％
、
狭
山
町
の
五
二
％
は
例
外
と
し
て
、
他
は
松
原
市
三
・
五
％
、
藤
井
寺
市
一
三
・
七
％
、
柏 

財
政
的
に
見
れ
ば
、
先
に
述
べ
た
現
在
計
画
実
施
中
の
事
業
費
だ
け
で
約
二
百
億
円
で
は
な
い
か
。
そ
れ 

 

に
、
今
後
の
用
地
費
に
必
要
な
百
五
十
億
円
、
大
井
・
狭
山
の
両
処
理
場
に
当
面
百
億
円
と
し
て
五
百
億
円
も

講
じ
れ
ば
す
ぐ
に
で
も
で
き
る
。
今
ま
で
遅
れ
て
い
た
分
を
取
り
返
す
た
め
に
は
、
現
在
の
事
業
費
の
二
倍
や
三

倍
の
規
模
に
な
つ
て
も
、
そ
れ
ぐ
ら
い
の
思
い
切
つ
た
手
を
打
つ
べ
き
だ
と
思
う
が
、
建
設
省
の
前
向
き
の
見

解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

い
。
そ
の
た
め
の
財
政
的
保
障
も
含
め
て
、
建
設
省
と
し
て
対
策
を
立
て
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
見
解
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。 

一
八 

 



 

そ
こ
で
、
公
共
下
水
道
の
事
業
を
進
め
る
上
で
何
が
障
害
に
な
つ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
や
は
り
財
源
問
題

で
あ
る
。
大
阪
府
下
の
自
治
体
は
多
か
れ
少
な
か
れ
赤
字
財
政
に
苦
し
ん
で
い
る
。 

原
市
〇
・
一
％
、
羽
曳
野
市
〇
・
七
％
、
河
内
長
野
市
二
・
七
％
、
美
原
町
〇
・
六
％
と
い
う
状
態
で
あ
る
。

こ
れ
で
は
、
流
域
下
水
道
事
業
を
進
め
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
に
つ
な
ぐ
公
共
下
水
道
が
ま
だ
完
成
し
て
い
な
い

と
い
う
事
態
を
生
じ
さ
せ
か
ね
な
い
。 

し
か
し
、
公
共
下
水
道
事
業
の
場
合
に
は
、
処
理
場
三
分
の
二
国
庫
補
助
、
管
渠
十
分
の
六
の
補
助
と
、
国

庫
補
助
の
割
合
が
小
さ
く
、
全
国
平
均
で
は
七
五
％
と
い
わ
れ
る
補
助
対
象
事
業
の
割
合
も
、
府
下
の
各
市
の

場
合
約
六
〇
％
前
後
と
、
各
自
治
体
の
単
独
事
業
の
負
担
が
大
き
く
な
つ
て
い
る
。 

流
域
下
水
道
事
業
の
場
合
、
処
理
場
建
設
へ
の
国
庫
補
助
は
事
業
費
の
四
分
の
三
、
管
渠
が
三
分
の
二
と
比

較
的
優
遇
さ
れ
て
い
て
、
起
債
も
含
め
た
補
助
対
象
事
業
は
全
体
の
九
〇
％
以
上
と
な
つ
て
い
る
。 

昭
和
五
十
三
年
度
の
事
業
費
見
込
み
で
全
事
業
費
に
占
め
る
国
費
の
割
合
を
計
算
し
て
み
る
と
、
松
原
市
が 

一
九 

 



 

一
〇 

大
和
川
流
域
の
下
水
道
事
業
が
、
大
和
川
流
域
の
水
質
汚
濁
の
防
止
と
い
う
意
味
か
ら
も
、
大
阪
南
部
開

発
、
一
都
市
計
画
の
推
進
の
上
か
ら
も
、
緊
急
に
し
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
う
言
え
ば
、
い
や
下
水
道
事
業
に
は
大
幅
な
起
債
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
大
丈
夫
だ
、
と
い
う
返
事
が

返
つ
て
き
そ
う
だ
が
、
起
債
は
い
ず
れ
借
金
と
し
て
返
済
す
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
公
共
下
水
道
を
進
め

て
い
る
各
自
治
体
は
、
起
債
の
累
積
と
そ
の
償
却
に
も
頭
を
痛
め
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。 

都
市
計
画
上
か
ら
も
、
道
路
、
住
宅
、
そ
の
他
の
公
共
施
設
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
下
水
道
整
備
を
図
る

と
い
う
こ
と
で
、
地
元
で
も
努
力
す
る
の
で
、
建
設
省
も
そ
れ
に
こ
た
え
て
も
ら
い
た
い
が
、
そ
れ
に
関
し
て 

三
五
・
六
％
、
藤
井
寺
市
五
二
・
二
％
、
羽
曳
野
市
五
四
・
八
％
、
富
田
林
市
一
八
・
八
％
、
狭
山
町
三
六
・

九
％
と
大
和
川
流
域
関
連
全
体
の
平
均
で
三
七
・
七
％
と
い
う
実
態
で
あ
る
。 

こ
こ
は
是
非
と
も
、
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
も
流
域
下
水
道
並
み
に
大
幅
な
国
庫
補
助
を
行
う
べ
き
で

あ
る
と
思
う
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二
〇 

 



 

 

二
一 

見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


